





























































年に出版された“T-Group Theory and Laboratory Method: Innovation in Re-
education”（Bradford, Gibb, & Benne (Eds.), 1964,『 感 受 性 訓 練 』, 三 隅 監
訳, 1971）は、Ｔグループに関する最初の著書である。続く、“Personal and 
Organizational Change through Group Method: The Laboratory Approach.”






























ボラトリー（training laboratory）と呼び（Bradford, Gibb, & Benne, 1964 三
隅訳 1971, p.3）、その学習法、教育方法をラボラトリーメソッド（laboratory 
method）と呼んでいる（Benne, Bradford, & Lippitt, 1964 石田他訳 1971, p.21）。
Ｔグループは、トレーニング・ラボラトリーの中核部分として位置付けられて





　Bradford et al.（1964 三隅訳 1971）は、Ｔグループによって教育革新を
行おうとする者の重要な関心事として、①科学のもつ価値、②民主主義のも
つ価値、③助力関係（helping relationship）を挙げている（p.10-16）。また、



















































　また、Benne et al.（1964 石田他訳 1971）は、ラボラトリーメソッドにお



































　山口（1992）が挙げる「人間の尊厳」は、Bradford et al.（1964 三隅訳 


















ります」と記している。これらは、Bradford et al.（1964 三隅訳 1971）の「助
力関係」、Schein et al.（1965 伊東訳 1969a）の「協調」、Ｔグループの定義と
して挙げたBradford et al.（1964 三隅訳 1971）の記述、Benne et al.（1964）


























































（星野・山口, 1979, p.60, 星野 1992, p.9, Merritt, 1992, p.155, 他）も、草創期の










































































































結果を出す。（Benne, Bradford, & Lippitt, 2章）
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